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１.自動搬送機の需要予測

 労働力不足を背景に、自動搬送機市場は拡大する
AGV市場規模(国内)：690億円(2016年)→1,470億円(2020年)の予測
①2016年現在最も大きな市場はFA向け
②市場成長が最も大きいのは物流倉庫向け
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物流業界における産業用ロボット需要予測

パレット積載/荷卸装置

次世代物流支援

自動搬送機システム

(十億円）

出展:2010年経済産業省 「ロボット産業の市場動向」に基づき当部門が推測。

物流を効率化する新たな
・自動化システム
・電子タグ
・設備(棚、表示器、ｺﾝﾃﾅ）

センサーで走行ルートを
誘導する無人台車

パレットに対し
荷物を自動整列しながら
積載／荷卸する装置

FA(自動車、電機、製紙等)
リプレイス中心の置き換え需要等でほぼ横ばい

物流センター・倉庫
現状の小売業に対するeコマース比率は今後5年で
5％から二桁台に突入する見込み

市場は伸びる
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２.ターゲッティング① 倉庫の建築着工床面積等の推移

建設投資が長期的に縮小傾向にある中で、物流施設の着工も縮小傾向にある。ただし、建築着工統計によ
ると、「倉庫」については件数（棟数）の減少に比して床面積の減少がより緩やかであり、結果、一棟あ
たりの床面積は、概ね倍程度に拡大している。

国土交通省建築着工統計調査

小口配送の増加

倉庫は大型化が進んでいる
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３.ターゲッティング② 倉庫の床面積別棟数

平成20年の法人建物調査により、床面積別の「倉庫」棟数を見ると、一般的に大規模物流施設の
目安とされる1万㎡以上のものが約1,500棟となっている（現在は更に増えているはずである）。
この棟数は、千㎡（約300坪）以上まで含めると約3万棟、500㎡以上まで拡げると約6万棟にま
で増える。これら数値は、物流センターの数の一つの目安となる数字でもある。

平成20年 法人建物調査

面積換算：44.4% 33.6% 37.7%

計116,480棟

コスト/LT/能力フットワーク 求められる付加価値

小規模な倉庫も依然として必要
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４.物流ベンダーの規模別マッピング
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オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン 1,000㎡

中小企業
5,000㎡流通倉庫/大規模工場 10,000㎡以上

物流大手/自動車工
場

垂直統合大手

自動検査

ロボット
コントローラー

ロボットビジョン デジタルピッキングシステムロボット AGV

コンベア・設備

設備・AGV

コンベア・設備

フォークリフト

3PL

流通系SIer独立系SIer メーカー系SIer

設備メーカー

(3,316)

(980)

(2,550)

500㎡以下
零細企業 コスト/LT/能力フットワーク 求められる付加価値

垂直統合大手は大規模倉庫ターゲット
ボリュームの多い中小は水平分業で乱立

投
資
大

• 中規模ゾーンを狙うなら、フレキシビリティ性
能で強みを発揮しなければいけない。

• トップラインを上げるためには上位に登って出
来るだけ多くの下流を押さえる動きも必要。
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５.搬送AGVの製品マッピング

価格
（千円）

200kg 500kg 1,000kg 3,000kg

1,000千円

2,000千円

5,000千円

10,000千円

可搬重量:0.7t
8,000～14,000千円
100台同時制御
AI機能、360度LRF

可搬重量:0.8ｔ
100台同時制御
業界最薄132mm
パレット搬送ねらい

可搬重量:100kg
3,500～5,000千円
LRFマッピング制御
速度:30m/min

1tクラスも近日発売予定

2018年発売予定

台車型:100/200kg、牽引型:500kg
500～1,000千円
ユーザーの仕様でカスタマイズ

100kg
追従式(かるがも)

350kg
5,000千円
レーザーにて反射板を確認し
3角測量法にて位置を特定

可搬重量:150kg(搭載のみ)
800～1,000千円
速度:1.6～34m/min

牽引:300kg
2,500千円
潜り込み牽引

牽引:500kg
2,000～2,500千円
速度:50m/min

可搬重量:100kg
2,500千円
4WS

牽引:300kg
2,500千円

国内最安モデル
ただし速度が遅い

追従走行型
価格は安いが狭い通路に
ひっかかる＆人減らない

MAP作成型無軌道で最軽量モデル
速度が遅い、景色が変わると動作しない

キットモデル
ユーザーカスタム用途

重量(kg)

三角測量型無軌道モデル
壁に反射板の設置が必要
ダイフク、ムラテック、等

 国内だけでも総合マテハンメーカーやAGV専門メーカー等合わせて50社以上が存在する。

 コモディティ化した商品の差別化のポイントは、価格を下げるか付加価値を高めるか。

付加価値をつける差別化が必要
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・
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み

一
時
保
管

重量（搬送単位）

パレット

小分け(袋など)

ピース

ケース(オリコン・出荷梱包等)

ケース(通常梱包)

カゴ台車 カゴ台車

パレット
（500～1000kg）

カゴ台車
（200～500kg）

オリコン
（10～30kg）

ケース
（5～10kg）

小分け・ピース
（5kg以下）

人作業

フォークリフト

自動倉庫

コンベアー・ソーター

カゴ車搬送
カゴ車搬送

重量物自動搬送 フォークリフト

ピッキングワゴン

重量物自動搬送

ハンドリフターハンドリフター

自動化/ツール

着眼点① 重量物搬送

着眼点② 人作業の自動化

６.倉庫オペレーションとマテハン機器の参入領域

 市場が伸びる倉庫物流もすでにマテハン機器は参入済み。

 その中でもカゴ車搬送とピッキング作業はいまだに人手で参入余地がある。

差別化を図るターゲット

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjir-O6mY7QAhWMVrwKHY9YDb8QjRwIBw&url=https://www.amazon.co.jp/TRUSCO-%E8%96%84%E5%9E%8B%E6%8A%98%E3%82%8A%E3%81%9F%E3%81%9F%E3%81%BF%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A-%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%83%BC-%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%BF%E4%BB%98-TRC50B/dp/B003CFGNZQ&psig=AFQjCNGQlt0b-brwZwLIuyYRpq0gvIvKmA&ust=1478317862911965
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjir-O6mY7QAhWMVrwKHY9YDb8QjRwIBw&url=https://www.amazon.co.jp/TRUSCO-%E8%96%84%E5%9E%8B%E6%8A%98%E3%82%8A%E3%81%9F%E3%81%9F%E3%81%BF%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A-%E3%82%B0%E3%83%AC%E3%83%BC-%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%BF%E4%BB%98-TRC50B/dp/B003CFGNZQ&psig=AFQjCNGQlt0b-brwZwLIuyYRpq0gvIvKmA&ust=1478317862911965
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj71Lq8mo7QAhWDwbwKHbkOA88QjRwIBw&url=http://www.greenlc.co.jp/iryou.html&bvm=bv.137904068,d.dGc&psig=AFQjCNG7NjaICmxFmV8YSgCF0c70FnsrEA&ust=1478318092526574
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj71Lq8mo7QAhWDwbwKHbkOA88QjRwIBw&url=http://www.greenlc.co.jp/iryou.html&bvm=bv.137904068,d.dGc&psig=AFQjCNG7NjaICmxFmV8YSgCF0c70FnsrEA&ust=1478318092526574
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７.世界のピッキングソリューション

コンセプト

自動倉庫 棚持ち上げ式 ピッキングロボット 先導式 待ち伏せ式 追従式

従来からある自動倉庫に
対して、近年は上部から
持ち上げるタイプの製品
も出てきた。

専用棚をボットが持ち上
げてピッカーの位置まで
搬送することで、歩行時
間を削減する。

ロボットがピッキングす
る商品の位置まで移動し、
画像認識により商品を
ピックアップする。

ピッキングする商品の位
置に向かってロボットが
先導し、作業者の負担を
減らす。

次にピッキングする商品
の位置にロボットが先回
りして待ち伏せし、ピッ
キングした商品を受け
取って次の位置へ移動す
る。

作業者の後を追従して荷
物の搬送をアシストする。

写真

メーカー

生産性

価格

導入容易性

特徴

全自動で効果も大きいが、莫
大な初期投資が必要で、格納
品の形状統一や保管量にも課
題がある。

倉庫内のレイアウト変更等、
汎用性には優れるが、棚や
ルート設計ICチップ等のメン
テナンス費用が高い。

産業用ロボットの活用として、
近年急速に研究が進んでいる
が、適応範囲が狭く、汎用品
の実運用にはまだまだ課題が
残る。

全自動ではないものの生産効
率がUpし、今までの運用から

大きな変更なく導入出来る為
既存倉庫への導入としては適
している。

人とＡＧＶが非同期で動くた
め、運用を上手くしないと、
非効率なピッキング業務と
なってしまう。

お手軽で、簡単に導入出来る
為、急速な伸びを示している
が、生産性の効果は限定的で
ある。

高い(無人化) 低い(サポート)

高い(数億円) 安い(百万円以下)

低い(固定設備) 高い(スタンドアロン)

フレキシビリティ性を重視したピッキングソリューションは、日本では数少ない

生産性 フレキシビリティ


